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庄
内
平
野
に
恥
け
る
士
族
授
産
事
業
の
展
開
と

そ
の
地
域
的
機
能
に
関
す
る
一
考
察

松

祝

村

男

一
、
は
じ
め
に

す
で
に
先
進
資
本
主
義
諸
国
が
東
洋
市
場
の
開
拓
を
着
実
に
実
行
し
つ
つ
あ
っ
た
国
際
的
な
環
境
の
下
で
何
よ
り
も
資
本
主
義
生
産
を

火
急
的
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
明
治
政
府
は
、
近
代
的
技
術
・
制
度
の
輸
入
に
よ
る
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
た
誇
改
革
を
強
力
に
押
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
の
版
籍
奉
還
、
同
四
年
(
一
八
七

一
)
の
廃
藩
置
県
、
同
九
年
(
一
八
七
六
)
の
金
藤
公
債
条
例
の
施
行
等
の
改
革
は
、
幕
藩
体
制
末
期
に
お
い
て
か
な
り
の
窮
迫
を
き
た

し
て
い
た
士
族
の
生
活
を
よ
り
一
層
窮
之
な
ら
し
め
た
。

こ
の
よ
う
に
諸
改
革
の
遂
行
過
程
で
も
た
ら
さ
れ
た
士
族
層
の
窮
之
は
、
無
産
士
族
の
一
大
失
業
群
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
社
会
的
不

満
を
高
揚
な
ら
し
め
る
結
果
と
も
な
っ
た
。
更
に
こ
の
社
会
的
状
況
は
殖
産
興
業
の
飛
躍
的
発
展
と
新
国
家
体
制
建
設
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
も
連
な
り
、
失
職
士
族
層
の
対
策
は
緊
要
な
問
題
と
な
っ
て
具
現
し
た
ハ
1〉
O

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
も
と
に
展
開

せ
し
め
ら
れ
た
士
族
授
産
事
業
は
、
具
体
的
に
は
帰
農
商
の
奨
励
・
開
墾
・
移
住
の
奨
励
、
産
業
資
金
の
貸
付
け
な
ど
の
形
態
を
取
り
つ
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つ
も
根
本
的
に
は
救
他
的
か
つ
慈
恵
的
側
面
を
強
く
も
ち
殖
産
興
業
施
策
の
末
席
に
つ
ら
な
る
性
格
と
機
能
を
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

わ
け
で
あ
る
す
〉

O

武
士
団
の
解
体
と
そ
の
後
の
士
族
授
産
事
業
の
展
開
形
態
は
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)

の
秩
藤
処
分
を
境
に
大
き
く
二
つ
に
区
分
す

る
こ
と
が
で
き
、
秩
藤
処
分
前
す
で
に
行
な
わ
れ
て
き
た
授
産
事
業
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
そ
の
推
進
母
体
が
旧
幕
藩
単
位
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、

展
開
さ
れ
る
範
囲
も
藩
域
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
帰
農
政
策
が
中
核
を
な
し
て
い
た
す

U
O

こ
れ
に
対

し
て
秩
職
処
分
後
の
授
産
事
業
は
、
明
治
政
府
の
莫
大
な
財
政
的
援
助
の
も
と
に
北
海
道
移
住
開
拓
、
福
島
県
安
積
原
国
営
開
拓
の
よ
う

に
大
規
模
か
つ
全
国
土
族
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
農
工
商
そ
の
他
事
業
に
対
す
る
貸
付
金
の
総
額
に
現
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
明
ら
か
に
殖
産
興
業
を
前
提
と
し
た
型
へ
と
変
化
し
て
い
く
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
国
家
的
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
士

族
授
産
事
業
は
、

明
治
一
二
年
(
一
八
七
九
)

か
ら
第
一
次
資
本
主
義
恐
慌
〈
4
〉
の
到
来
す
る
直
前
の
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)
年

に
至
る
こ
の
時
期
に
約
五
一
二

O
万
円
に
も
お
よ
ぶ
事
業
資
金
が
貸
付
け
ら
れ
(
5
〉
、
こ
れ
に
よ
っ
て
職
を
与
え
ら
れ
た
士
族
数
が
全
国
で

数
万
人
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
は
失
敗
に
帰
し
、
没
落
士
族
の
歯
止
め
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
見
る
が
一
般
的
で
あ

る
。
こ
の
た
め
士
族
授
産
事
業
の
一
般
的
顛
末
は
、
日
本
資
本
主
義
経
済
構
築
に
対
し
て
直
接
的
効
果
よ
り
む
し
ろ
間
接
的
な
効
果
と
し

て
評
価
さ
れ
る
率
を
高
め
る
結
果
と
な
っ
た
ハ
6
)
O

本
報
で
は
こ
の
よ
う
な
土
族
授
産
事
業
の
一
般
的
顛
末
の
な
か
で
、
床
内
平
野
(
地
域
)

に
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
事
例
を
も
と
に
士
族

授
産
事
業
の
果
し
え
た
地
域
近
代
化
へ
の
真
接
的
効
果
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ニ
、
庄
内
地
域
に
お
け
る
士
族
授
産
事
業
の
概
要

幕
落
体
制
を
通
し
て
庄
内
地
域
は
、
山
形
県
内
陸
部
に
比
べ
領
主
支
配
が
固
定
的
で
あ
り
、
そ
の
支
配
の
中
心
は
酒
井
家
に
あ
っ
た
。

明
治
初
期
の
い
わ
ゆ
る
資
本
の
原
始
的
蓄
積
期
に
展
開
し
た
諸
改
革
に
よ
っ
て
土
族
層
は
、
収
入
の
激
減
と
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
遭
遇
し
、
こ
の
中
で
あ
ら
た
な
活
路
を
見
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
下
で
大
泉
藩
八
明
治
二
年
(
一
八

旧
酒
井
家
家
中
榊
原
十
兵
衛
が
明
治
十
二
年

(
一
八
七
九
)

六
九
)
十
月
圧
内
藩
を
改
称

V
ハ7υ
、
が
実
施
し
た
士
族
授
産
事
業
に
は
、

資
本
金
一
万
円
余
を
募
っ
て
創
設
し
た
鶴
岡
製
塩
社
と
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

に
鶴
岡
郊
外
の
伊
勢
横
内
・
斎
藤
河
原
・
赤
川
河
原

の
約
三
万
坪
の
開
墾
を
手
始
め
に
実
施
さ
れ
る
松
ケ
同
開
墾
社
の
二
事
業
を
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

製
塩
社
(
業
)
は
、
内
務
省
か
ら
明
治
十
六
年
(
一
八
八
三
)
に
六
一
五
八
円
の
士
族
授
産
金
貸
付
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
創
設
の
い

き
さ
つ
に
つ
い
て
は
「
勧
業
施
行
略
述
」
ハ
ー
に
よ
る
と

「
・
:
地
形
粗
悪
ニ
シ
テ
製
塩
場
ヲ
設
立
ス
ル
地
ナ
キ
カ
故
ニ
:
:
:
明
治
十
二
年
鶴
岡
士
族
榊
原
十
兵
衛
ナ
ル
者
深
グ
是
レ
ヲ
憂
慮
シ
同
藩
無
産
士
族
-
一

向
テ
波
水
ヲ
以
テ
食
塩
ヲ
製
ス
ル
ノ
場
所
ヲ
鼠
ケ
関
ニ
設
ン
事
謀
リ
遂
一
二
社
ヲ
結
ヒ
:
:
:
一
ツ
ハ
以
テ
管
下
人
民
ノ
食
塩
ニ
供
ス
ル
ノ
一
助
ト
ナ
リ

一
ツ
ハ
以
テ
無
産
士
族
ヲ
シ
テ
産
業
ニ
就
カ
シ
ム
ル
ノ
一
端
ト
モ
謂
フ
ヘ
キ
ナ
リ
」

と
あ
り
、
士
族
授
産
を
目
的
に
創
設
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
規
模
は
必
ら
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
。
製
塩
社
は
製
塩
場

を
西
田
川
郡
念
珠
ケ
関
早
田
(
現
温
海
町
)

に
、
事
務
所
を
鶴
岡
家
中
新
町
(
現
鶴
岡
市
)

に
置
い
た
。
こ
の
事
業
に
は
一

O
五
名
の
株
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主
が
参
加
し
て
い
る
。
製
塩
、
法
は
枝
条
架
、
法
が
取
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
経
営
は
必
ら
ず
し
も
順
調
に
は
進
ま
ず
所
有
者
が
三
転
す
る
な

か
で
明
治
四
二
年
(
一
九

O
九
)
に
完
全
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
宮
古
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製
塩
社
に
み
ら
れ
る
授
産
事
業
の
動
き
に
対
し
て
現
象
的
に
は
帰
農
政
策
に
付
合
す
る
農
業
開
墾
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

た
酒
田
県
高
官
に
旧
藩
上
層
士
族
が
就
任
し
、
県
行
政
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
想
旧
藩
士
を
中
心
と
し
た
帰
農
政
策
を
優
先
的
に

地
域
の
勧
業
施
策
と
た
く
み
に
付
合
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
戊
辰
戦
役
を
一
つ
の
契
機
と
し
た
中
央
政
府
と
の
密
接
な
関
連

を
背
景
と
し
て
諸
々
の
便
宜
を
享
受
し
つ
つ
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
立

)
O

『
松
ケ
同
開
墾
事
歴
白
〉
』
に
よ
れ
ば
、
松
ケ
岡
開
墾
の
趣

旨
を

「
此
の
時
(
明
治
四
年
)
菅
富
一
〈
秀
知
器
酒
田
県
権
大
参
事
の
職
に
あ
り
、
深
く
士
族
の
現
状
を
察
し
之
が
救
済
の
道
を
苦
慮
し
、
南
洲
翁
一
畑
一
酬
に
謀
り

県
下
不
毛
の
地
を
払
下
げ
、
士
族
を
勧
奨
し
て
開
墾
に
従
事
せ
し
め
ん
と
す
。
其
の
旨
意
一
一
は
以
て
養
蚕
を
盛
し
国
産
を
増
殖
し
、
一
は
以
て
士
族
力

食
の
途
を
開
き
、
藩
祖
以
来
累
世
緬
養
す
る
所
の
節
義
廉
恥
の
風
尚
を
失
は
ざ
ら
し
む
る
に
あ
り
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
ご
八
七
二
)
四
月
に
鶴
岡
市
東
郊
地
の
官
有
払
い
下
げ
地
約
一

O
町
歩
の
第
一
次
開
墾
に
旧
藩
土
中

の
青
壮
年
者
三
六

O
名
が
、
同
年
八
月
に
行
な
わ
れ
た
月
山
山
麓
の
第
三
次
開
墾
、
す
な
わ
ち
後
田
林
開
墾
に
は
士
族
・
卒
族
合
計
三
千

人
(
開
墾
団
隊
三

O
組
)
が
動
員
さ
れ
、
三

O
O町
歩
余
に
お
よ
ぶ
開
墾
が
な
し
と
げ
ら
れ
て
い
る
事
柄
は
、
こ
の
農
業
開
墾
が
旧
庄
内

藩
(
大
泉
藩
)
士
族
の
総
結
集
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
開
墾
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
岡
場
は

桑
固
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
松
ケ
岡
開
墾
事
業
は
、
庄
内
地
域
に
お
け
る
士
族
授
産
事
業
の
大
規
模
に
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
一
つ
の
事
例
と
し
て
見
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
更
に
展
開
せ
し
め
ら
れ
る
営
農
形
態
が
栽
桑
養
蚕
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
製
糸
業
を
も
含
め
て
い
わ

ゆ
る
殖
産
興
業
的
側
面
を
深
く
保
持
し
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
松
ケ
岡
農
業
開
墾
は
単
に
士
族
の
帰
農
的
側
面
以
外
に
そ
の

発
展
上
に
殖
産
興
業
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
松
ケ
同
開
墾
事
業
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
旧
藩
重
臣
ら
が
そ
の
ま
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ま
明
治
政
府
の
行
政
的
末
端
官
僚
に
移
行
し
た
こ
と
を
媒
体
に
、
旧
幕
落
体
制
の
「
封
建
遺
制
」
の
下
に
あ
る
士
族
を
救
済
す
る
こ
と
の

み
な
ら
ず
事
業
遂
行
に
当
り
勧
業
資
金
を
他
の
諸
事
業
よ
り
優
先
的
に
松
ケ
岡
開
墾
事
業
に
投
下
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
産

業
保
護
施
策
の
中
に
よ
り
た
や
す
く
事
業
を
位
置
付
け
る
こ
と
を
も
可
能
に
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
庄
内
平
野
に
お
け
る
士
族
授
産
事
業
は
、
そ
の
一
つ
の
形
を
松
ケ
岡
開
墾
事
業
に
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
以
下
松
ケ

同
開
墾
事
業
の
展
開
を
素
描
し
つ
つ
士
族
授
産
事
業
の
「
地
域
の
近
代
化
」
に
果
し
え
た
機
能
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一
ニ
、
松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
素
描

松
ケ
岡
開
墾
場
の
成
立
過
程
及
び
土
地
所
有
制
度
な
ど
の
特
質
に
関
す
る
研
究
は
、
す
で
に
渡
辺
重
蔵
・
佐
久
間
宏

B
Uを
は
じ
め
山

形
県
史
・
鶴
岡
市
史
等
に
よ
っ
て
詳
細
な
解
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
松
ケ
岡
開
墾
事
業
は
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
年
四
月
の
旧
藩
土
青
壮
年
三
六

O
名
に
よ
る
鶴
岡
市
郊
外
の
伊
勢
横
内
・

斎
藤
・
赤
川
河
原
三
万
坪
(
約
十
町
歩
)
の
開
墾
に
始
ま
り
、
周
年
八
月
よ
り
土
族
・
卒
族
三
千
余
名
・
三
四
組
の
開
墾
団
隊
を
も
っ
て

開
始
さ
れ
た
後
田
林
開
墾
を
頂
点
と
し
て
、
明
治
六
年
こ
八
七
三
)
三
月
に
開
墾
に
着
手
す
る
高
寺
・
馬
渡
・
黒
川
三
ケ
村
山
林
荒
無

地
の
開
墾
に
至
る
約
二

O
四
町
歩
に
お
よ
ぶ
農
業
開
墾
で
あ
る
(
M
U
o

松
ケ
岡
開
墾
事
業
が
全
国
一
般
に
展
開
し
た
士
族
授
産
事
業
と
比

較
し
た
時
の
特
色
は
、
開
墾
事
業
の
推
進
に
当
り
組
織
作
り
と
そ
の
運
用
・
統
率
が
完
全
に
旧
幕
落
体
制
の
遺
制
を
継
承
し
つ
つ
展
開
せ

し
め
ら
れ
た
こ
と
、
生
産
手
段
と
し
て
の
耕
地
が
資
本
主
義
経
済
の
根
底
で
あ
る
各
耕
作
者
の
私
的
所
有
に
完
全
な
形
で
移
っ
て
い
な
か
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っ
た
こ
と
(
第
一
図
参
照
)
、
周
辺
農
村
の
み
な
ら
ず
旧
庄
内
藩
域
か
ら
広
く
人
足
・
物
品
(
桑
漆
木
・
萱
・
藁
・
溜
ガ
コ
な
ど
)

を

徴

発
し
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
、
表
一
に
一
示
さ
れ
る
よ
う
に
漠
大
な
開
墾
費
用
の
大
部
分
が
県
庁
よ
り
の
御
下
ケ
米
金

auな
ら
び
に
酒
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羽
黒
町

至田代

匡三ヨ私有地(個人登記)

皿皿松ケ岡農業協同組合所有地

_.2-3名の連名登記地

仁コ 58名の共有登記地

櫛巨コ水田

至巨コ畑

見引仁田林地
巨ヨ集落

町画司溜池 水路

第 1図松ケ岡開墾の地目，所有形態の概要

羽黒町役場，櫛引町役場の土地台帳，地籍図により作製
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後田林開墾経費捻出内訳(明治6-8年)

内 訳 金 額

県庁より御下ヶ米金 44，219.571円
飯料米其他仕払残払米代 2，524.246 

酒井忠宝手元より指出金 23，534.242 

本間光美 (10，000円)始有志之者差出金 10，520.000 
借用之分 7，000.000 

合計(内米1，940石7斗6升) 87，798.055 

第 1表

田
本
間
光
美
お
)
ら
有
志
の
寄
附
及
び
借
入
金
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
他
に
特
に
注
目
す

べ
き
点
は
、
多
く
の
士
族
授
産
事
業
が
救
済
的
・
慈
恵
的
側
面
を
第
一
と
し
、
士
族
層
を
資
本

主
義
経
済
の
発
達
過
程
に
順
応
さ
せ
る
形
で
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
松
ケ
岡
開
墾
事

業
で
は
開
墾
事
業
の
計
画
的
段
階
に
お
い
て
す
で
に
殖
産
興
業
施
策
を
前
提
と
し
た
勧
農
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
開
墾
事
業
の
運
用
が
、
資
本
の
原
始
的
蓄
積
を

急
務
と
し
、
資
本
制
生
産
の
飛
躍
的
発
展
を
切
望
す
る
明
治
政
府
の
方
針
に
地
域
側
か
ら
能
動

松ケ岡開墾年誌(本陣文書)明治 9年記録より

的
に
呼
応
す
る
形
で
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
こ
の
実
態
を
「
松
ケ
悶
開
墾
年

誌
日
〉
」
を
中
心
に
素
描
し
て
み
た
い
。

松
ケ
同
開
墾
の
営
農
形
態
は
、
こ
の
開
墾
に
先
達
っ
て
す
で
に
黒
川
村
(
現
櫛
引
町
)
志
田

山
の
荒
蕪
地
を
開
墾
し
て
育
苗
さ
れ
て
い
た
桑
百
植
付
け
か
ら
始
ま
る
栽
桑
養
蚕
経
営
に
代
表

さ
れ
る
。
松
ケ
岡
開
墾
場
に
お
け
る
栽
桑
養
蚕
業
の
展
開
は
、
お
お
む
ね
表
二
に
示
さ
れ
る
よ

う
な
形
態
を
も
っ
て
押
し
進
め
ら
れ
た
。
明
治
五
年
の
開
墾
以
来
の
実
績
は
、
明
治
七
年
(
一

に
お
い
て
開
墾
熟
圃
三
一
一
町
九
反
一
畝
一
五
歩
、
桑
苗
植
付
本
数
五
五
一
、
六

O

八
七
四
)

。
本
(
反
当
八

O
O本
植
と
し
て
約
七

O
町
歩
に
相
当
す
る
)
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
表
三

に
示
す
よ
う
に
庄
内
地
域
は
山
形
県
下
に
お
い
て
養
蚕
業
の
歴
史
的
背
景
を
内
陸
、
特
に
置
賜

地
域
ほ
ど
持
ち
あ
わ
せ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
技
術
的
習
得
が
桑
苗
植
付
と
並
行
し
て
進
め

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)

に
は
開
墾
組
頭
榊
原
十
兵
衛
を
上
州
前
橋
、
官
同
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第2表松ケ同養蚕業の発展過程の概要

年号|西暦| 拠 点 ] の
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q
o
a
a命

ヴ

4

円

d

可

4

0
0
0
0
o
o
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‘
1
A
唱

i

年

年

年

R
h
u
n
O

円

4

治

治

治

明

明

明

明治 8年 1875

明治9年 1876

明治10年 1877

明治15年 1882

に
-
u
p
o
η
d

o
白

虫

U

0

6

0
0
0
0
0
0
 

噌

目

目

白

唱

E
A

噌
・

4

年

年

年

o
o
n
v
A
υ
 

唱

A

唱

A

q

L

治

治

治

明

明

明

発 概 要展

2 

3 

-鶴岡市東郊の河原地約10町を開墾し桑苗を植付ける

・人を群馬県と福島県に派遣し桑樹栽培の方法を調査させその種苗を多数注文する

・明治 6年開墾した高寺，馬渡，黒)11の 3方面に桑苗を植える。開墾熱闘 311町 9反1畝15

歩に桑苗5，516，000本を植付ける

• 4月養蚕の方法を伝習するために群馬県島村の田島武平，回島弥平の両家へ17名の開墾士

を派遣する

・蚕室4棟落成，蚕室の機造は上州島村式で桁間21間，栄一間 5間，尚さ 5間 4尺の 3階造で

ある

・5月に蚕種蟻並40匁を釘f立てて飼育を始める

・ 7 月，蚕種 800 枚を製しこれを横浜に出荷する。この頃から~操機械で生糸を製し，こ

れを地方に販売する

・蚕室4棟を新築し(構造は明治 8年に同じ)合せて 8械の蚕室に飼育を始めた

・座操機械50台を 5番室に備えつけ製糸し，生糸の改良をはかる

・蚕室2棟(桁間20間，梁間 5間，瓦葺平屋造)の建築に着手する(翌年 5月完成)

・蚕を10僚の蚕室にて飼育する

・資金に差支え，やむを得ず蚕室10棟中 1糠だけを蚕の飼育に当て，数万貫の桑葉を売却す

る

・15年以来 l棟であった養蚕を 2棟に増飼育する

・蚕を 3棟に飼育する

・未開墾の官有払下げ地を売却し，これを資金にして鶴岡市西端地に製糸工場を創設し，松

4 

5 

6 

11 

4

5

6

 

噌
E
A

噌
E
ム

噌

'a-



同製糸所と称す。人カ運転製糸機械15人操りをもって主に松ヶ阿の成繭を奴糸し，傍ら地

方養蚕家の依頼を受けた

・始めて生糸を横浜に出荷する

・人力製糸機械を蒸気機関による製糸機械に変える

・養蚕が再び盛んになる

・蚕種の望みが年々増加することにより本年から原紙5枚を増し55枚を飼育し，もつばら蚕

穏を製造する

・高寺山15町歩を再墾して桑苗25，000本を組付ける

・此年東日川郡役所の嘱託により農家勧誘用の桑菌数万本:を交付する

・各戸一斉にタバコ栽培をやめ，各戸に桑樹組付けさす

・松笹川製糸工場全部を買収して松肺]製糸分工場と改称する

・開墾は栽桑養蚕を主とした畑地開墾であったが，開墾地内で、水利の便法うる地域 100町歩を

水田開発する計画を立てる

・養蚕係において蚕種不振の影響を受け成績不良となる

・製糸事業は不振を極め遂に 472，000円の欠損金を生じ，準備金にて補摂する。蚕種製造の

経営形態を吏め種繭飼育分場を適地に設置し，種繭の供給を受けることにした。従って当

地における種繭飼育の廃止に伴い70余町歩の桑国も逐次開凹または桐樹栽猪の計画を進め

桐苗の栽植を始めた

O

O

A

w

d

A

U

a

a

t
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止
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n

4

に
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2

3

3

4

4

 

55 

59 

1889 

1890 

1891 

1895 

1897 

1901 

1908 

1914 

1915 

1927 

1930 

明治22年

明治23年

明治24年

明治28年

明治30年

明治34年

明治41年

大正3年

大正4年

昭和2年

昭和5年

松ヶ阿開墾場要覧，松ヶ岡開墾年誌(本陣文書)より作成

w
w
h
m
l
A叫
が
町
回
以
選
出
唱
包
銭
安
Q
W
4
窓
越
Q
鰍
怖
組
制
総
出
制
制
約
金
恒
例
以
勘
N
r
m
L
出

同
町
N



第 3表 山形県における生糸生産高及び土地利用の変化

sl 1. 生糸 生産 高の変化単位貫
c、1

明治 7年 明治 8年 | 明治9年 | 明治10年 l 明治昨 | 明治15年 | 
村山

4，776 
7，183 4，906 4，987 7，210 

最上 3，633 118 208 141 321 

田川
625 

381 
683 992 

飽海
480 

278 

置賜 10，656 7，857 11，508 11，301 18，483 17，298 

明治昨 | 明治22年

8，140 11，769 

297 805 

2，283 2，387 

16，777 18，550 

可|則57 1 17，410 __ 1 _ _ _ _ _ _  24，294 町 21 1 27，497 1 3刊 1

2. 土地利用の変化(上段明治18年，下段明治28年)単位:町

地区名| 畑面積 !陸 稲 変 類 |禾穀類 | 宣 寂 類 いも類 | 特用作物 | 桑 悶

Al同、L 7，261 
42，708 6，648 2，932 14，194 897 5，063 12，294 

2，387 
20，158 3，985 1，552 5，590 353 2，204 5，661 I 

286 
4，043 58 459 1，708 88 248 298 

4，188 
8，962 110 360 2，881 657 5，097 

400 
9，547 2，495 561 4.015 387 1，954 1，238 

1.は山形県山形県史商工業編P107， P 125より， 2.は同県史民業編 (rj") P 386， P479より
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崎
及
び
奥
州
伊
達
郡
梁
川
に
派
遣
し
、
桑
苗
栽
培
法
を
調
査
さ
せ
、
同
七
年
(
一
八
七
回
)
に
は
桑
葉
収
穫
が
可
能
な
域
に
到
達
す
る
の

と
同
時
に
加
藤
源
五
右
衛
門
を
監
督
と
し
た
士
族
四
名
、
卒
族
十
二
名
の
計
一
七
名
を
上
州
島
村
の
田
島
家
に
実
習
生
と
し
て
派
遣
し
、

養
蚕
飼
育
技
術
の
修
得
を
な
さ
し
め
て
い
る
。
他
方
養
蚕
業
を
本
格
的
に
展
開
す
る
た
め
の
設
備
の
建
設
も
進
め
ら
れ
、
旧
城
資
材
の
一

部
を
使
用
し
て
蚕
室
が
作
ら
れ
、
同
八
年
ご
八
七
五
)

に
は
上
州
島
村
式
蚕
室
(
桁
間
一
一
一
問
、
梁
間
五
問
、
高
さ
五
間
四
尺
、
三
階

造
り
)
四
棟
が
、
更
に
九
年
ご
八
七
六
)
に
四
棟
の
計
八
棟
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
栽
桑
養
蚕
施
設
の
増
築
と
相
前
後
し
て

八
年
(
一
八
七
五
)
よ
り
蚕
種
蟻
量
三
四
匁
の
掃
立
て
飼
育
を
手
始
め
に
松
ケ
岡
開
墾
場
に
お
け
る
栽
桑
養
蚕
に
よ
る
農
業
経
営
が
本
格

化
し
て
い
く
。
掃
立
て
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
た
繭
は
、
松
ケ
岡
開
墾
場
内
に
お
い
て
座
操
機
械
に
よ
っ
て
生
糸
が
な
さ
れ
、
販
売
に
供
さ

れ
た
他
蚕
種
は
こ
の
年
横
浜
へ
も
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

旧
庄
内
藩
旧
体
制
を
核
と
し
て
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
帰
農
政
策
で
あ
っ
た
松
ケ
岡
開
墾
事
業
は
、
当
初
よ
り
商
品
作
物
と
し
て
の
栽
桑

と
養
蚕
、

マ
ニ
ュ
的
生
糸
業
を
併
合
す
る
形
で
展
開
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、
資
本
制
生
産
を
庄
内
地
域
に
お
い
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
士
族
・
卒
族
を
中
心
と
し
た
授
産
事
業
の
本
来
的
目
的
を
達
成
す
る
一
段
階
を
形

成
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
松
ケ
岡
開
墾
場
に
お
け
る
営
農
形
態
の
急
速
な
近
代
化
は
、
松
ケ
岡
開
墾
場
の
営
農
が
近
代
化

を
押
し
進
め
る
過
程
で
拡
大
再
生
産
を
円
滑
に
進
め
た
所
産
で
は
な
か
っ
た
。

明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
に
は
そ
の
後
に
増
設
さ
れ
た
蚕
室
二
棟
を
合
せ
養
蚕
室
は
合
計
一

O
棟
に
な
り
、
こ
の
全
体
を
も
っ
て
飼

育
が
行
な
わ
れ
、
土
地
利
用
に
お
い
て
も
各
戸
貸
付
の
畑
地
・
宅
地
・
萱
生
地
・
薪
炭
林
の
他
は
全
て
桑
園
に
転
化
さ
れ
る
と
い
う
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
的
形
態
が
一
一
層
強
化
さ
れ
、
ま
た
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)

に
は
松
ケ
岡
に
て
生
産
さ
れ
る
繭
を
原
料
と
し
て
座
操
機
械
五

293 

O
台
に
よ
る
製
糸
部
門
が
併
設
さ
れ
る
ま
で
の
発
達
が
な
さ
れ
、
栽
桑
養
蚕
・
座
操
製
糸
は
と
も
に
松
ケ
岡
開
墾
場
に
お
け
る
生
産
目
標
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初期松岡製糸所の拡大概要

年号|西暦 拡 大 の 概 要

明治21年 1888 -釜数15を増加し30釜とする

明治24年 1891 -付属建物 5棟を増築し蒸気機関を備え付け機械をあ

らため，釜数30を増加し， 60釜とする

明治25年 1892 -釜数20を増加し80釜として座操，真綿の 2工場を新

築して真綿製造を始める

明治30年 1897 -乾燥室を設置する

明治39年 1906 .20釜を増加し100釜とする

明治40年 1907 -乾燥室4室を新設する

大正3年 1914 -飽海郡松嶺町の松嶺町製糸工場全部を買収して，松

岡製糸所松嶺分工場とする

昭和12年 1923 -事業拡張のため鶴岡の製糸工場を松嶺町分工場に移

転する

第4表

と
し
て
確
固
た
る
位
置
を
確
立
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に

県
か
ら
の
前
借
金
は
、
明
治
一
一
年
(
一
八
七
八
)

に
お
い
て
一
三
、
五
五

O
円
に
も
達
し
て
い
た
。

栽
桑
養
蚕
経
営
を
主
軸
に
進
め
ら
れ
て
来
た
松
ケ
岡
開
墾
場
の
発
達
は
、

明
治
一
四
年
(
一
八
八
一
)
松
方
正
義
の
財
政
政
策
の
中
で
一
つ
の
転
機
を

迎
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
明
治
一
五
年
(
一
八
八
二
)
に
は
同
九
年
(
一
八

七
六
)
以
降
停
止
さ
れ
て
い
た
県
か
ら
の
資
金
援
助
が
運
営
資
金
の
行
詰
り

を
も
た
ら
し
、
養
蚕
事
業
の
縮
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
養
蚕
用
桑
葉
が
販
売

必要書類綴より作成

に
供
さ
れ
て
い
る

a
v
松
方
デ
フ
レ
の
下
で
直
面
し
た
経
営
的
危
機
は
、

松
ケ
岡
開
墾
を
推
進
す
る
上
層
部
の
政
治
的
力
を
背
景
に
農
商
務
省
の
特
別

貸
付
金
(
一
一
万
円
)
(
ぜ
な
ら
び
に
前
借
金
未
返
却
の
ま
ま
で
の
県
か
ら
二
度

に
渡
る
拝
値
金
(
合
計
三
万
円
)
を
も
っ
て
一
応
切
り
抜
け
て
は
い
る
が
、

創
業
以
来
の
松
ケ
同
事
業
の
機
能
的
変
化
を
も
た
ら
す
契
機
に
も
な
っ
た
。

松岡製糸所文書

す
な
わ
ち
こ
の
契
機
と
は
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
鶴
岡
市
西
北
隅

(
青
竜
寺
川
万
年
橋
近
く
)
に
人
力
運
転
製
糸
機
械
一
五
人
繰
り
に
よ
る
松

岡
製
糸
所
を
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る

av
創
設
資
金
は
か
つ
て
払
い
下
げ

を
受
け
た
官
有
地
の
う
ち
開
墾
未
着
手
地
で
あ
っ
た
黒
川
村
大
阪
山
六
六
町
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余
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
捻
出
さ
れ
て
い
る
。
松
岡
製
糸
所
の
鶴
岡
進
出
は
、
松
ケ
同
開
墾
場
に
お
け
る
製
糸
部
門
の
拡
大
を
意
味

す
る
の
み
な
ら
ず
当
初
に
お
い
て
「
専
ら
松
ケ
岡
の
成
繭
を
操
し
、
芳
養
蚕
家
の
依
頼
を
受
く
」
状
況
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
松
ケ
岡
養

蚕
業
が
明
治
一
五
年
以
降
十
五
年
以
前
の
水
準
に
回
帰
し
て
い
な
い
状
混
で
あ
る
こ
と
、
松
岡
製
糸
所
が
表
四
に
し
め
す
よ
う
に
創
設
以

来
逐
次
拡
大
を
と
げ
明
治
二
四
年
(
一
八
九
一
)
に
は
蒸
気
力
に
よ
る
六

O
人
操
機
械
製
糸
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
同
三
九
年
ご
九

O

六
)
に
は
操
糸
釜
一

O
O釜
、
原
動
力
機
関
五
馬
力
、
職
工
総
数
一
五

O
(内
男
四
、
女
一
四
六
)
名
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
、
明
治
二

一
年
ま
で
に
鶴
岡
に
お
け
る
製
糸
が
松
ケ
岡
開
墾
場
の
影
響
に
よ
る
座
操
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
と
関
連
さ
せ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
動

き
は
松
ケ
岡
授
産
事
業
の
製
糸
資
本
の
形
成
で
あ
っ
て
地
域
近
代
化
の
先
鞭
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
換
言

す
れ
ば
松
ケ
岡
開
墾
と
し
て
の
庄
内
地
域
士
族
授
産
事
業
は
、
日
本
の
資
本
主
義
経
済
の
原
蓄
期
か
ら
産
業
資
本
確
立
期
に
か
け
て
常
に

殖
産
興
業
を
念
頭
に
お
い
た
経
営
が
展
開
さ
れ
て
来
た
わ
け
で
あ
り
、
中
で
も
製
糸
資
本
形
成
へ
の
発
展
は
、
結
果
的
に
地
域
養
蚕
業
を

統
轄
す
る
機
能
を
松
ケ
岡
開
墾
事
業
が
実
質
的
に
兼
備
す
る
こ
と
に
な
り
、
士
族
授
産
事
業
の
地
域
近
代
化
へ
果
し
う
る
直
接
的
機
能
を

具
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
製
糸
業
1
↓
養
蚕
業
を
媒
体
と
す
る
機
能
は
、
大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
の
松
嶺
町
製
糸
場
の
全
面
買

収
を
機
に
更
に
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
。

し
か
し
日
露
戦
役
後
の
農
村
疲
幣
、
第
一
次
大
戦
後
の
好
況
、
昭
和
初
期
の
い
わ
ゆ
る
農
村
恐
慌
等
の
経
済
変
動
激
化
の
な
か
で
松
ケ

岡
開
墾
事
業
は
、
大
正
一

O
年
ご
九
二
一
)
の
植
林
事
業
の
開
始
・
開
田
着
手
、
昭
和
五
年
(
一
九
三

O
)
の
核
無
柿
(
庄
内
柿
)
栽

培
開
始
な
ど
栽
桑
養
蚕
単
一
経
営
の
形
態
を
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
製
糸
所
会
計
を
開
墾
場
会
計
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

爾
後
の
そ
の
地
域
的
機
能
を
変
化
さ
せ
て
い
る
(
第
二
図
参
照
)
。

以
上
の
よ
う
に
松
ケ
同
開
墾
場
の
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
に
至
る
展
開
の
素
描
よ
り
士
族
授
産
事
業
と
し
て
の
松
ケ
岡
開
墾
場
の
機
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1.大正初期の土地利用の実態

2.現在における土地利用の実態

能
を
そ
の
発

展
過
程
に
お

い
て
以
下
の

松ケ岡開墾場における土地利用の変化

よ
う
に
区
分

す
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。

川
明
治
五
年

か
ら
一
五
年

頃
に
至
る
政

府
な
ら
び
に

県
の
事
業
と

し
て
勧
業
資

第 2図

金
の
寝
先
的

投
入
、
拝
借

金
返
還
免
除

等
の
保
護
育

成
策
の
下
で
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な
さ
れ
た
場
内
を
中
心
に
発
展
す
る
栽
桑
養
蚕
経
営
の
時
期
、
間
明
治
二

O
年
の
松
ケ
岡
製
糸
所
の
創
設
か
ら
大
正
末
期
な
い
し
は
昭
和

初
期
の
複
合
的
開
墾
場
経
営
の
始
ま
る
ま
で
の
、

い
わ
ゆ
る
産
業
資
本
を
開
墾
場
が
形
成
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
の
養
蚕
業
を
拡
大
な

ら
し
め
た
時
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
時
期
の
前
段
階
は
明
治
一
五
年
の
桑
葉
販
売
へ
の
転
化
、
な
ら
び
に

そ
の
中
で
も
常
に
継
続
し
つ
づ
け
た
蚕
種
生
産
と
そ
の
拡
大
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
特
に
松
ケ
岡
開
墾
場

と
し
て
士
族
授
産
事
業
の
展
開
が
地
域
近
代
化
に
果
し
え
た
機
能
は
、
松
岡
製
糸
所
の
発
展
と
そ
の
操
業
に
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
き
資
料
分
析
を
通
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

四
、
松
ケ
岡
養
蚕
業
の
地
域
的
機
能
の
実
態

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
慢
性
的
な
不
況
状
況
の
中
で
起
る
昭
和
二
年
(
一
九
二
七
)

の
金
融
恐
慌
は
、

い
わ
ゆ
る
世
界
恐
慌
の
日
本
へ

の
波
及
で
も
あ
っ
た
。
経
済
変
動
の
中
で
繭
価
格
は
昭
和
元
年
(
一
九
二
六
)
を
一

O
Oと
し
た
時
、
同
五
年
(
一
九
三

O
)
に
は
四
三

-
O、
同
六
年
ご
九
三
一
)
に
は
三
三
・
二
、

同
七
年
(
一
九
三
一
一
)
一
一
七
・
四
と
急
暴
落
す
る

av
こ
の
よ
う
な
一
般
経
済
界
の

動
向
の
中
で
松
ケ
岡
開
墾
事
業
は
、
昭
和
五
年
に
製
糸
事
業
に
お
い
て
四
七
二
、

0
0
0円
の
欠
損
金
を
生
じ
、
こ
の
年
に
製
糸
所
の
会

計
が
開
墾
場
会
計
と
分
離
さ
れ
経
理
的
に
独
立
し
て
い
る
白
)
O

こ
の
た
め
明
治
二

O
年
ご
八
八
七
)

か
ら
こ
の
年
に
至
る
期
聞
は
、

人
事
・
資
金
・
経
営
等
全
て
の
面
で
松
岡
製
糸
所
と
松
ケ
岡
開
墾
場
は
一
体
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
松
岡
製
糸
所
「
必
要
書
類
綴

a〉」

に
は
製
糸
所
の
設
立
目
的
に
つ
い
て
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「
抑
本
所
ハ
松
岡
開
墾
場
所
轄
ノ
一
部
分
ニ
シ
テ
専
ラ
重
要
物
産
生
糸
ノ
改
良
進
歩
ヲ
奨
励
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
併
セ
テ
荘
内
士
族
授
産
ノ
為
メ
ニ

設
ケ
タ
ル
一
工
場
ナ
レ
ハ
敢
テ
利
益
ヲ
得
ル
ヲ
第
一
ノ
主
眼
ト
ス
ル
ニ
非
ラ
ス
依
テ
エ
女
ノ
如
キ
モ
単
ニ
賃
銭
ヲ
得
ル
ヲ
主
ト
セ
ス
業
務
ヲ
精
励
シ
礼
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開墾場記録にみる蚕種出荷圏の変化第 5表

"'" 廿

蚕種配布持場を定める

山演入:長谷川亀弥，下妻長順，監督者本多氏

東田川い山中貞吉

飽海:河野堅吾

蚕種配布持場担当者の一部変更

山浜入:下妻長JI贋，山田悌介

内録記

明治25年10月

年

東田JII:山中貞吉

飽海:河野堅吾

越後:下妻部JI原，萩谷虎太郎

山漬入東田JII，飽海，越後の配送地域の他に山田興治はじ

めて置賜方面に蚕種売拡のために出張する

従来の配布持場のうち下記地域の担当者を変更する

山演入:加賀山龍治

越後・最上・宮城:萩原虎太郎

山田興治群馬県沼田町に至り田中蚕種仲買人と蚕種 4，500

枚の売約を締結した

明治44年10月

大正13年 3月

大正14年

昭和8年

節
ヲ
重
シ
風
儀
ヲ
正
ク
シ
傍
ラ
生
計
ノ
一
助
ニ
充
タ
ラ
シ
メ
:
:
:
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
創
設
さ
れ

た
松
岡
製
糸
所
は
、
資
本
主
義
経
済
体
制
の
中
で
必
然
的
に
蚕

種
製
造
と
そ
の
配
送
・
原
料
繭
の
集
荷
と
製
糸
加
工
と
い
う
具

体
的
行
為
を
通
じ
て
、
広
く
地
域
内
に
商
品
経
済
を
浸
透
さ
せ

武山省三氏記録ならびに松ヶ岡開墾年誌記載記録より作成

た
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

養
蚕
農
家
は
、
自
己
の
生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
成
繭
を
加
工

資
本
に
販
売
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
点
を
鑑
み
て

松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
一
環
と
し
て
形
成
さ
れ
た
松
岡
製
糸
所
の

原
料
繭
収
集
形
態
お
よ
び
そ
の
範
囲
、
代
金
支
払
方
法
お
よ
び

取
引
圏
の
実
態
は
、
松
岡
養
蚕
業
の
地
域
近
代
化
に
果
し
え
た

機
能
的
側
面
と
そ
の
影
響
圏
を
示
す
こ
と
に
連
ら
な
る
。

明
治
二
五
年
(
一
八
九
二
)

に
製
糸
所
が
依
託
繭
の
代
金
支

払
を
し
た
払
金
の
地
域
か
ら
当
時
の
取
引
圏
を
見
る
と
東
田
川

郡
(
一
一
五
・

O
M
)、
越
後
(
八
・
九
%
)
、
西
田
川
郡
(
三
五

-
九
%
)
、
飽
海
郡
(
三

0
・
二
彪
)

の
割
合
で
あ
り
、
「
地
方

養
蚕
家
の
依
頼
」
圏
が
、
こ
れ
ら
の
諸
地
区
を
包
含
す
る
こ
と
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は
確
か
で
あ
ろ
う
。
表
五
に
示
す
蚕
種
出
荷
圏
の
記
録
ハ
き
で
は
西
田
川
郡
域
の
配
送
が
山
漬
入
地
区
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ほ

ぼ
庄
内
三
郡
(
平
野
部
近
傍
)

に
そ
の
取
引
圏
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
方
養
蚕
家
の
依
頼
に
対
し
て
明
治
二
七
年
(
一
八
九
四
)

に
は
特
筆
す
べ
き
広
告
が
松
岡
製
糸
よ
り
配
布
さ
れ
て
い

る

広

丘七
Eコ

一

松

ケ

岡

青

質

姫

同

種

類

「
右
者
昨
明
治
二
六
年
十
月
中
地
方
の
情
況
ニ
依
リ
請
願
ノ
向
キ
モ
有
之
候
-
一
付
猶
両
三
年
間
ハ
又
音
小
石
丸
二
種
ヲ
加
エ
テ
制
捜
糸
ス
ル
ニ
致
置
候
処

到
底
糸
質
ヲ
一
定
セ
ス
ハ
優
等
品
ヲ
製
出
ス
ル
能
ハ
ス
売
却
へ
モ
差
響
キ
地
方
ノ
不
利
益
不
少
候
間
明
治
二
八
年
ヨ
リ
松
岡
育
成
育
質
姫
蚕
同
種
類
ノ

外
断
然
依
頼
ヲ
受
ケ
不
申
侯
-
一
付
此
段
広
告
致
候
也
」
(
傍
点
筆
者
以
下
同
様
)

す
な
わ
ち
明
治
二
八
年
二
八
九
五
)
よ
り
製
糸
所
と
繭
生
産
者
と
の
聞
に
特
約
取
引
き
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
り
(
告
、
養
蚕
農
家
は
自
家
で
養
育
し
た
成
繭
を
松
岡
製
糸
所
に
て
製
糸
す
る
た
め
に
は
、
松
ケ
岡
開
墾
場
で
生
産
さ
れ
た
蚕
種

を
飼
育
し
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
出
来
上
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
養
蚕
農
家
は
松
ケ
岡
養
蚕
事
業
の
機
構
内
に
養
育
を
担
う
形
で
位

置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
約
取
引
を
前
提
と
す
る
蚕
種
指
定
は
、
現
存
資
料
よ
り
明
治
二
九
年
(
一
八
九
六
)
、

同
三
四
年
(
一
九

O
一
)

に
も
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
九
年
の
場
合
、
広
告
文
中
に

「
将
来
比
一
種
(
松
岡
青
質
姫
蚕
)
ヲ
以
テ
製
糸
ス
ル
寸
ヲ
期
シ
治
ク
公
告
シ
タ
ル
モ
二
七
年
ノ
如
キ
地
方
蚕
業
ノ
情
況
ニ
依
リ
請
願
ノ
向
キ
有
之
為

メ
ニ
松
岡
姫
井
ニ
又
諸
国
小
石
丸
ノ
三
種
依
頼
ヲ
受
ケ
・
:
:
中
略
:
:
:
座
繰
ハ
種
類
ヲ
撰
ハ
ス
依
頼
者
ノ
望
ニ
応
シ
タ
ル
モ
:
:
:
本
年
(
明
治
二
九
年
)

ヨ
リ
座
操
豆
別
顕
松
岡
青
質
姫
蚕
同
種
類
ノ
外
ハ
依
頼
-
一
応
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
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と
あ
り
、
小
石
丸
・
又
昔
種
の
採
用
が
追
加
さ
れ
る
一
方
で
、
従
来
座
操
で
は
特
定
し
て
い
な
か
っ
た
原
料
繭
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ



300 

う
に
明
治
一
五
年
を
境
と
す
る
松
ケ
同
開
墾
に
お
け
る
養
蚕
・
原
料
繭
生
産
は
、
蚕
種
製
造
へ
と
そ
の
比
重
を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
製
糸

所
と
の
連
携
を
挺
子
に
地
域
で
の
資
本
制
生
産
拡
大
を
担
う
核
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
原
料
繭
蚕
種
の
統
一
へ
の
指
向

は
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)

に
始
ま
る
横
浜
茂
木
商
庄
へ
の
生
糸
出
荷
の
中
で
よ
り
高
い
売
価
を
求
め
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
良
質
糸
の
生
産
と
売
価
価
格
の
上
昇
を
前
提
と
し
た
特
約
的
取
引
の
発
生
は
、
必
ら
ず
し
も
原
繭
生
産
者
へ
の
完
全
な
る

還
元
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
原
料
繭
生
産
者
と
製
糸
所
聞
に
締
結
さ
れ
た
七
ケ
条
に
渡
る
約
定

書
は
(
告
、

「
製
糸
ヲ
始
メ
売
却
ニ
至
ル
マ
テ
悉
皆
御
依
頼
申
侯
」
こ
と
、
ま
た
前
払
い
さ
れ
た
売
却
見
込
代
金
に
つ
い
て
は
売
却
さ
れ

た
後
「
元
利
ハ
受
取
候
日
ヨ
リ
百
円
同
ニ
付
」
日
割
を
も
っ
て
清
算
さ
れ
る
こ
と
や
当
然
こ
の
清
算
の
過
程
で
引
賃
等
諸
掛
り
が
差
引
き

さ
れ
て
い
る
。
更
に
「
製
糸
売
却
マ
デ
ノ
内
製
糸
所
へ
預
ケ
中
万
一
非
常
の
災
難
-
一
躍
リ
右
製
糸
亡
失
等
ノ
コ
ト
有
之
侯
共
製
糸
所
ヘ
ハ

関
係
無
之
」
生
産
者
の
負
担
に
帰
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
見
た
時
、
商
品
生
産
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
せ
し
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
下
に
至

ら
し
め
ら
れ
た
原
料
繭
生
産
者
と
製
糸
資
本
と
の
位
置
・
力
関
係
を
明
確
に
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

更
に
明
治
三
四
年
(
一
九

O
一
)

に
出
さ
れ
る
広
告
に
は
、
小
石
丸
が
登
場
し
て
お
り
、
こ
の
品
種
の
採
用
決
定
は
、
同
年
に
松
ケ
岡

開
墾
場
で
実
施
し
た
西
ケ
原
講
習
所
よ
り
取
り
寄
せ
た
小
石
丸
の
試
験
掃
立
の
成
績
良
好
を
み
た
後
に
出
さ
れ
て
お
り
、
同
三
五
年
(
一

九
O
二
)
に
は
か
つ
て
の
特
定
品
種
松
岡
姫
を
廃
し
小
石
丸
一
種
の
み
が
蚕
種
製
造
さ
れ
、
養
蚕
農
家
に
配
送
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぞ
つ
い
て

同
三
七
年
に
は
こ
れ
に
又
昔
が
加
え
ら
れ
、
従
来
か
ら
松
ケ
岡
開
墾
場
蚕
種
製
造
の
主
体
を
な
し
て
来
た
松
岡
姫
は
姿
を
消
し
て
い
る
。

松
岡
製
糸
所
・
蚕
種
製
造
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
動
向
と
と
も
に
明
治
コ
一

O
年
こ
八
九
七
)
に
は
開
墾
場
で
生
産
さ
れ
た
桑
苗
が

松
岡
製
糸
を
発
売
元
と
し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
〈
吉
、

間
三
四
年
(
一
九

O
三
)
に
は

「
此
年
東
田
川
郡
役
所
の
嘱
託
に
よ
る
農
家
勧
誘

用
の
桑
苗
数
万
本
」
今
一
地
域
内
一
般
養
蚕
家
に
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
桑
苗
配
布
が
何
年
間
継
続
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
か
は
さ
だ
か
で
は
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な
い
が
、
明
治
三

0
年
代
中
頃
に
桑
苗
配
布
が
松
ケ
岡
開
墾
場
合
}
中
核
に
郡
役
所
の
指
導
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ

ぅ
。
更
に
同
三
八
年
ご
九

O
五
)
に
は
こ
の
よ
う
な
地
域
内
の
動
向
を
反
映
し
て
松
ケ
岡
開
墾
場
で
は
字
松
ケ
岡
・
高
寺
地
区
の
地
味

肥
沃
な
部
分
四
万
坪
を
再
墾
し
て
桑
苗
二
万
本
の
植
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
域
内
で
の
桑
園
拡
大
の
実
態
は
、
製
糸
所
へ
原
料

繭
を
依
頼
す
る
数
の
増
加
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
周
年
に
お
い
て
「
地
方
産
業
発
達
に
伴
ひ
依
頼
繭
八
百
五
拾
参
石
二
斗
ニ
及
フ
」
結
果
を

も
た
ら
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
原
料
繭
統
一
、
桑
苗
配
布
、
原
料
依
頼
形
態
は
、
糸
質
の
画
一
化
を
期
す
こ
と
に
よ
り
外
国
輸
出
の
際
の
価
格
安
定
等

を
は
か
る
動
き
で
あ
り
、
再
度
に
渡
る
原
料
統
一
の
広
告
な
ら
び
に
勧
誘
も
又
地
方
製
糸
業
と
し
て
の
松
岡
製
糸
が
資
本
主
義
経
済
の
中

で
存
立
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
士
族
授
産
事
業
を
出
発
点
と
す
る
松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
展
開
と
、
そ
の
中
で
も
特
に

松
岡
製
糸
に
み
る
製
糸
部
門
の
創
設
・
操
業
が
松
ケ
両
養
蚕
業
を
媒
体
に
商
品
経
済
を
地
域
に
拡
大
す
る
一
つ
の
核
た
り
え
た
こ
と
は
否

定
出
来
ま
い
。
以
下
こ
の
空
間
的
広
が
り
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

玉
、
原
料
繭
集
荷
・
蚕
種
配
送
地
に
み
る
松
ケ
岡
養
蚕
業
の
影
響
圏

先
述
の
よ
う
に
松
ケ
岡
開
墾
事
業
は
、
明
治
二

O
年
の
松
岡
製
糸
所
創
設
を
契
機
に
養
蚕
業
に
お
け
る
蚕
種
製
造
・
養
蚕
業
の
た
め
の

桑
苗
育
成
お
よ
び
配
布
と
原
料
繭
加
工
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
を
通
じ
て
地
域
の
近
代
化
の
中
核
的
機
能
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
機
能
は
、
生
産
が
具
体
的
に
展
開
す
る
中
で
空
間
的
な
拡
大
を
伴
な
う
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
下
原
料
繭
集
荷
・
蚕
種
配
送
の
あ
り
さ

301 

ま
を
も
と
に
松
ケ
同
開
墾
事
業
の
養
蚕
業
を
中
心
と
し
た
影
響
圏
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
に
本
格
的
に
始
ま
る
松
ケ
同
開
墾
場
の
製
糸
部
門
は
、
当
初
座
操
に
よ
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
場
内
で
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鶴岡市における養蚕業の推移

年 度|養蚕農家数|霊種掃立枚|繭産額|繭価額|桑園反別|景国見積反

明治17 76戸 82枚 70石 1，243円 108反 13反

明治18 82 83 69 1，164 124 15 

明治19 97 92 78 1，145 207 19 

明治20 109 110 98 1，767 225 21 

明治21 102 115 107 1，914 256 24 

明治22 137 180 167 3，850 277 25 

明治24 87 195 289 26 

明治25 64 160 292 27 

明治28 100 167 293 28 

明治29 200 223 295 31 

明治30 180 260 232 

明治33 135 260 202 295 35 

明治35 115 250 265 295 35 

明治36 100 332 295 35 

明治38 93 212 6，295 

明治39 54 71 

明治40 56 82 

明治42 52 236 

明治45 53 138 

第B表

生
産
さ
れ
る
成
繭
の
処
理
が
主
体
で
あ
っ
た
事
情
に

つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
明
治
二

O
年
に
至
り
松

同
製
糸
所
の
独
立
は
、
人
力
機
械
に
よ
り
十
五
人
操

に
拡
大
す
る
が
、
こ
れ
は
表
六
に
示
さ
れ
る
鶴
岡
周

辺
部
の
養
蚕
農
家
の
拡
大
に
呼
応
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

P380より

松
岡
製
糸
所
の
明
治
期
よ
り
大
正
期
に
至
る
「
必

要
書
類
綴
」
の
中
か
ら
原
料
繭
集
荷
圏
を
示
す
い
く

ら
か
の
文
書
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
す
で
に

1975 

示
し
た
ご
と
く
明
治
二
六
年
に
お
け
る
集
荷
圏
は
、

鶴岡史市(下)

東
田
川
郡
・
西
田
川
郡
・
飽
海
郡
の
庄
内
三
郡
と
越

後
の
一
部
地
域
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
に
依
託

繭
の
代
金
支
払
い
に
み
る
原
料
繭
集
荷
圏
は
、
明
治

九
年
ご
九
O
六
)

の
状
況
も
同
二
六
年
の
範
囲

鶴岡市役所

と
変
化
が
な
い
。
原
料
繭
を
松
岡
製
糸
が
集
荷
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
的
確
な
資
料
は
現
在
ま
で
に
得
る

こ
と
が
出
来
て
い
な
い
が
、
松
岡
製
系
所
が
鶴
岡
町
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生繭取扱届書にみる原料繭集荷

取扱い所開設地 開設期間 |取定扱数い量予

明治45年 -西田川郡鶴岡町大海町大山街道41-2 6月20日-7月20日 400石

1912) 
-飽海郡鵜渡河原村山居町45 6月25日-7月20日 40 

-西田川郡鶴岡町大海町大山街道41-2 6月20日-7月20日 400 

大正2年 -飽海郡鵜渡河原村山居町45 6月27日-7月20日 50 

(1913 
-飽海郡稲田村大字庄泉西谷地16 6月27日-7月20日 50 

-飽海郡松嶺町松嶺 7月1日-7月20日| 200 

-飽海郡松嶺町松嶺 6月20日-7月20日 400 

大正3年
-飽海郡稲田村大字圧泉西谷地16 6月27日-7月20日 50 

(1914) 
-飽海郡鵜渡河原村山居町45 6月27日-7月20日 50 

-西田川郡鶴岡町大海町大山街道41-2 6月20日-7月20日 400 

大正 4年 -西国JII欄酎明37 |6い月15日 100 

(1915 -西田川郡鶴岡町大海町大山街道41-2 17月1日-7月20日 500 

大正5制~I ・西岡JlI部鞠岡町大海町大i1l街道41-2 6月25日-7月15日 500 

(1916 ・西田川郡温海村大字温海37 6月23日-7月10日 100 

叩岬剛 大 師 大 J l 問 日 6月四ト7月 叶 500 

大正 6年 -西田川郡温海村大字温海37 16月23日-7月10日 100 
(1917 

-東田川郡押切村字豊秋210 16月4日-7月15日 50 

大正178年) 
-西田川郡鶴岡町大海町大山街道41-2 6月25日-7月15日 500 

(19 -東田川郡押切村字豊秋210 6月25日-7月10日 50 

第7表

役
場
、
山
形
県
庁
等
へ
提
出

し
た
文
書
の
写
(
「
必
要
書
類

額
」
松
岡
製
糸
文
書
)
か
ら

概
略
的
集
荷
圏
を
推
測
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
明
治

四
二
年
(
一
九

O
九
)
二
月

に
鶴
岡
町
役
場
へ
提
出
し
た

報
告
書
に
は
、

同
三
九
年

必要書類綴より集計

(
一
九

O
六
)
l同
四
一
年

(
一
九

O
入
)
に
か
け
て
六

六
0
・
2

一
九
石
、
七
八
七
石
、

一
、
二
六
回
・
五
石
の
原
料

繭
が
集
荷
さ
れ
て
お
り
、
こ

松岡製糸所文書

れ
ら
の
供
給
先
に
つ
い
て

「
本
所
所
要
ノ
原
料
ハ
重
ニ

荘
内
地
方
自
一
仰
ク
モ
或
ハ
越

後
、
最
上
ノ
一
部
ヨ
リ
収
容

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
」
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
五
年
(
一
九
一
六
)
に
山
形
県
製
糸
同
業
組
合
事
務
所
に
提
出
し
た
事
業
報
告
書
に
は
、
集
繭
地
方
お

よ
び
製
糸
取
引
き
先
に
つ
い
て

「
本
所
集
繭
地
方
ハ
庄
内
三
郡
、
製
糸
取
引
先
ハ
横
浜
及
ヒ
地
方
機
業
家
」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
原
料
繭
集
荷
圏
は
、

ほ
ぽ
庄
内
三
郡
を
中
心
に
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
越
後
北
部
な
ら
び
に
最
上
川
流
域
の
比
較
的

庄
内
平
野
に
近
い
部
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
松
岡
製
糸
の
原
料
繭
集
荷
圏
が
明
治
末
期
か
ら
大
正
前
期
に
か
け
て
圧
内
三
郡
域

に
中
心
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
と
し
て
毎
年
一
定
の
季
節
に
一
定
日
数
開
設
さ
れ
た
繭
取
扱
所
の
開
設
に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
出

来
る
。表

七
は
、
繭
取
扱
所
開
設
に
伴
な
い
山
形
県
知
事
宛
に
提
出
し
た
文
書
に
基
付
き
、
各
年
ご
と
に
場
所
、
開
催
期
間
、
予
定
取
扱
量
等

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
取
扱
所
の
開
設
場
所
は
、
大
正
二
年
二
九
二
二
)
と
同
三
年
ご
九
一
四
)
が
四
ケ
所
、
同
六
年
(
一
九

一
七
)
が
三
ケ
所
、
明
治
四
五
年
(
一
九
二
一

)
l大
正
七
年
(
一
九
一
八
)

の
聞
の
前
記
以
外
の
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
ケ
所
づ
っ
開
設

さ
れ
て
い
る
。
開
設
場
所
は
鶴
岡
町
が
常
設
的
で
あ
る
の
に
比
べ
、
大
正
二
年
ま
で
は
飽
海
郡
に
三
ケ
所
が
、
大
正
四
年
以
降
は
西
田
川

郡
温
海
村
と
東
田
川
郡
押
切
村
が
こ
れ
に
代
り
、
中
で
も
飽
海
郡
松
嶺
町
の
取
扱
所
の
取
扱
予
定
量
が
鶴
岡
町
取
扱
所
に
匹
敵
す
る
四

O

O
石
(
大
正
三
年
)

で
あ
っ
た
が
、
以
降
開
設
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
と
明
治
四
一
年
(
一
九

O
入
)
有
限
責
任
松
嶺
生
糸

生
産
組
合
と
し
て
発
足
し
た
松
嶺
町
製
糸
工
場
が
、
松
岡
製
糸
所
に
全
面
買
収
さ
れ
、
松
岡
製
糸
場
分
工
場
と
な
っ
た
年
と
付
合
し
て
い

る
。
取
扱
所
開
設
期
間
は
、
手
元
の
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
六
月

l
七
月
十
五
日
頃
に
限
ら
れ
て
い
る
。
原
料
繭
取
扱
所
の
定
期
的
開
設
は
、

松
岡
製
糸
所
の
原
料
繭
の
大
部
分
が
こ
の
取
扱
所
を
経
て
庄
内
三
郡
を
主
体
に
集
荷
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
だ

が
地
域
養
蚕
農
家
の
全
て
が
こ
の
取
扱
所
を
利
用
し
た
も
の
と
断
定
は
出
来
ま
い
。
む
し
ろ
産
地
繭
仲
買
人
の
介
在
を
予
測
す
る
こ
と
の



方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
松
岡
製
糸
所
の
原
料
繭
集
荷
圏
の
解
明
を
も
っ
て
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
明
治
二
七
年
頃
よ

庄内平野における土族授産事業の展開とその地域的機能に関する一考察

り
生
ず
る
特
約
取
引
的
形
態
を
鑑
み
た
時
、
蚕
種
配
送
圏
の
変
化
が
、
産
地
仲
買
人
の
集
繭
圏
を
も
包
含
し
た
原
料
繭
集
荷
圏
の
実
状
に

よ
り
近
い
範
囲
を
推
測
さ
せ
う
る
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

松
ケ
岡
養
蚕
業
に
お
け
る
蚕
種
製
造
は
、
蚕
の
養
育
が
低
迷
す
る
中
で
も
常
に
相
当
の
生
産
量
を
保
持
し
て
来
た
。
ま
た
そ
れ
が
製
糸

所
創
設
以
後
の
松
ケ
同
開
墾
事
業
経
営
に
有
利
に
働
く
こ
と
に
も
な
り
、
か
つ
地
域
の
商
品
経
済
化
を
押
し
進
め
る
核
と
も
な
り
え
た
。

表
五
は
「
松
ケ
岡
開
墾
年
誌
」
中
に
記
載
さ
れ
た
記
録
を
中
心
に
蚕
種
配
送
の
あ
ら
ま
し
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
に
お
い

明
:，t、
イ口

て
明
ら
か
な
よ
う
に
明
治
二
五
年
頃
に
は
配
送
地
域
が
山
浜
入
(
現
鵠
岡
市
西
域
)
、
東
田
川
郡
、
飽
海
郡
域
で
あ
っ
た
も
の
が
、
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第 3図蚕種毘送先の変化

A:庄内地区 B:村山最上地区 C:置賜地

区 D:新潟県下 E:秋田・青森県下 F: 

福島・宮城県下 G:群馬埼玉県下，他の他地

区 (表示の区分にしたがい左より)

松ヶ岡開墾事業概況綴(松ヶ岡本陣文書)より

図化

四
四
年
(
一
九
一
一
)

に
は
越
後
が
加
わ
っ
て
い
る
。
更
に
大

E

一
三
年
ご
九
二
四
)

に
は
山
形
県
下
の
養
蚕
先
進
地
域
で
あ
る

置
賜
郡
宮
内
町
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
拡
大
は
大
正

一
四
年
ご
九
二
五
)
に
は
宮
城
県
白
石
方
面
へ
と
広
が
り
、
昭

和
初
期
に
は
か
つ
て
技
術
的
指
導
を
受
け
た
群
馬
県
沼
田
方
面
に

ま
で
至
っ
て
い
る
(
第
3
図
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と

松
ケ
岡
開
墾
場
の
蚕
種
は
、
各
時
代
と
と
も
に
著
る
し
く
配
送
圏

を
拡
大
し
て
来
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、

こ
の
動
き
は
昭
和
一

O
年
に
も
持
続
さ
れ
て
い
る
。
第
三
図
は
昭

和
八
年
(
一
九
一
三
二
)
同
十
五
年
こ
九
四

O
)
に
至
る
期
間
の
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松
ケ
同
開
墾
場
蚕
種
配
送
圏
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
常
に
配
送
量
の
八
割
が
庄
内
三
郡
・
村
山
・
最
上
地
区
お
よ
び
置
賜
地

区
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
松
ケ
岡
開
墾
事
業
と
し
て
の
養
蚕
業
な
ら
び
に
そ
の
加
工
部
円
で
あ
る
松
岡
製
糸
所
の
地
域
的
機
能
の
影
響
圏
は
、
製

糸
業
に
お
い
て
は
原
料
繭
依
託
な
ら
び
に
集
荷
を
通
し
て
、
開
墾
場
に
お
け
る
蚕
種
製
造
は
、
松
岡
製
糸
所
の
特
約
取
引
を
強
固
な
背
景

と
し
て
製
糸
資
本
と
蚕
種
製
造
の
同
一
経
営
体
と
い
う
有
利
性
を
基
礎
に
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
を
栽
桑
養
蚕
経
営
に
係
り
あ
わ
せ
る
形

を
と
り
つ
つ
明
治
二
十
年
代
に
は
庄
内
三
郡
域
な
ら
び
に
越
後
の
北
部
地
域
・
最
上
川
下
流
域
の
養
蚕
農
家
へ
と
影
響
圏
を
拡
大
し
て
い

っ
た
。
ま
た
蚕
種
配
送
圏
に
お
い
て
見
た
場
合
、
こ
の
拡
大
は
大
正
末
期
に
は
宮
城
石
白
地
区
、
置
賜
地
区
ま
で
波
及
し
て
い
っ
た
。

以
上
の
事
柄
か
ら
松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
養
蚕
・
製
糸
事
業
が
日
本
経
済
の
資
本
主
義
構
築
の
中
で
農
村
地
域
に
栽
桑
養
蚕
経
営
を
普
及

さ
せ
、

い
わ
ゆ
る
商
品
経
済
の
進
展
と
い
う
形
で
近
代
化
を
押
し
進
め
る
大
き
な
機
能
を
果
し
え
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
こ
で
見
落
し

て
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
と
し
て
松
岡
製
糸
所
空
雇
用
と
直
接
係
り
合
っ
て
地
域
に
現
わ
れ
て
く
る
就
業
人
口
構
造
の
変
化
の
側
面
か
ら

の
吟
味
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
機
会
を
え
て
論
求
を
試
み
た
い
。

六
、
松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
地
域
的
機
能

一
般
的
顛
末
と
し
て
士
族
授
産
事
業
は
、
没
落
士
族
の
救
済
的
側
面
は
完
全
に
果
し
え
た
と
は
い
い
が
た
く
、
殖
産
興
業
的
側
面
が
間

接
的
に
日
本
資
本
主
義
経
済
構
築
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
圧
内
藩
士
の
授
産
事
業
と
し
て
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
松
ケ
岡
開

墾
は
現
在
ま
で
存
続
し
て
来
て
お
り
、
か
つ
先
章
ま
で
に
解
明
さ
れ
た
諸
機
能
を
持
っ
て
営
な
ま
れ
続
け
て
来
た
。
こ
の
側
面
の
み
に
限

定
し
て
み
た
時
、
松
ケ
岡
開
墾
に
み
る
帰
農
政
策
と
し
て
の
授
産
事
業
は
成
功
裡
に
進
め
ら
れ
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。
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し
か
し
表
面
的
現
象
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
形
態
は
、
開
墾
事
業
の
進
捗
過
程
の
数
ケ
所
に
見
ら
れ
る
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
保
護
施

策
の
存
在
を
除
い
て
継
続
を
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。
中
で
も
明
治
政
府
の
勧
業
政
策
と
保
護
を
優
先
的
に

松
ケ
岡
開
墾
と
い
う
授
産
事
業
に
誘
導
し
え
た
人
的
背
景
は
見
落
す
こ
と
が
出
来
ま
い
。
す
な
わ
ち
旧
藩
上
層
部
の
廃
藩
置
県
後
の
県
政

へ
の
留
位
が
結
果
的
に
松
ケ
岡
開
墾
の
存
続
を
保
証
し
え
た
大
き
な
力
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
反
面
「
ワ
ツ
パ
事
件
」
に
み
る
民
衆
の
不

満
を
呼
び
起
し
た
。

授
産
事
業
展
開
に
お
け
る
旧
幕
藩
体
制
の
継
承
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
松
ケ
岡
開
墾
へ
の
好
条
件
は
、
殖
産
興
業
資
金
の
優
先
的
投

下
の
み
な
ら
ず
、
官
有
地
払
下
げ
等
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
払
い
下
げ
を
受
け
た
官
有
地
の
内
明
治
二

O
年
に
至
っ
て
も
未
着

手
で
あ
っ
た
土
地
が
場
内
に
保
持
さ
れ
、
松
ケ
岡
開
墾
事
業
に
お
け
る
製
糸
資
本
を
捻
出
す
る
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
上
こ
の
開
墾
事
業
を
現
場
か
ら
支
え
た
も
の
と
し
て
土
地
共
有
制
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
資
本
制
生
産

の
中
で
の
私
有
財
産
制
度
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
体
制
存
立
の
根
底
で
あ
り
、
か
っ
そ
れ
は
商
品
経
済
の
進
展
す
る
中
で
農
民
層
分
解
を

も
た
ら
し
、
無
産
階
級
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
連
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
松
ケ
岡
開
墾
に
お
い
て
土
地
の
分
割
を
否
定

し
、
か
つ
戸
数
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
農
民
層
分
解
と
村
落
の
疲
幣
を
防
止
す
る
手
段
と
し
て
好
都
合
に
作
用
し
た
。
こ
の
土

地
共
有
制
保
持
が
、

い
わ
ゆ
る
封
建
制
下
の
領
主
と
家
臣
団
の
つ
な
が
り
を
明
治
以
降
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
。

と
も
あ
れ
松
ケ
岡
開
墾
事
業
に
み
る
庄
内
藩
(
大
泉
藩
)
士
族
授
産
事
業
は
、
近
代
的
工
業
生
産
の
育
成
を
急
務
と
す
る
明
治
期
の
動
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き
に
付
合
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
栽
桑
養
蚕
経
営
の
展
開
と
、
そ
の
生
繭
加
工
と
し
て
出
発
す
る
製
糸
業
は
、
そ
の
ま
ま
地
域

に
多
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
開
墾
場
の
経
営
は
、
産
業
資
本
確
立
へ
と
向
け
て
資
本
の
原
始
的
蓄
積
を
進
め
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る
日
本
資
本
主
義
経
済
が
発
展
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
地
域
の
資
本
主
義
化
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
現
象
的
側
面
と
し
て
は
東
田
川
郡
役
所
の
嘱
託
に
よ
る
桑
苗
配
付
で
あ
り
、
ま
た
原
料
繭
を
統
一
し
、
生
産
さ
れ
る
生
糸
の
商
品
性
を

高
ら
し
め
る
動
き
で
あ
り
、
ま
た
中
央
の
試
験
場
か
ら
取
り
寄
せ
た
良
好
蚕
種
の
製
造
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
当
然
多
く
の

地
域
内
に
存
在
す
る
、
ま
た
増
加
し
て
行
く
養
蚕
農
家
を
除
い
て
は
展
開
せ
し
め
ら
れ
な
い
し
、
更
に
桑
苗
植
付
、
圃
場
整
備
、
蚕
育
等

に
よ
る
成
繭
収
穫
、
成
繭
の
商
品
化
と
い
う
栽
桑
養
蚕
に
よ
る
農
家
経
済
の
確
立
の
た
め
の
フ
ロ
ー
の
中
で
と
ら
え
た
時
、
松
ケ
岡
開
墾

場
の
栽
桑
養
蚕
経
営
者
な
ら
び
に
経
営
に
果
し
え
た
機
能
に
、
そ
の
影
響
力
の
強
さ
が
再
確
認
さ
れ
う
る
。

事
実
松
ケ
岡
開
墾
に
携
わ
っ
た
旧
庄
内
藩
士
族
は
、
山
形
県
下
の
養
蚕
後
進
地
域
で
あ
る
庄
内
で
は
先
覚
者
で
あ
り
、

「
産
業
を
興
し

国
に
報
ず
る
品
〉
」
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
近
代
的
産
業
の
育
成
で
あ
っ
た
。

明
治
三
五
年
を
ピ

1
ク
と
す
る
鶴
岡
市
域
養
蚕
農
数

の
あ
り
さ
ま
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
松
ケ
岡
養
蚕
業
の
地
域
的
波
及
と
考
え
て
も
良
か
ろ
う
。
栽
桑
養
蚕
経
営
が
、
本
来
水
田
不
可
耕
地

で
あ
る
傾
斜
畑
や
水
利
条
件
の
悪
い
丘
陵
部
に
作
ら
れ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
商
品
作
物
は
、
結
果
的
に
農
家
を
商

品
経
済
の
中
に
位
置
付
け
る
作
用
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

特
約
取
引
の
中
の
原
料
繭
統
一
は
、
そ
の
一
側
面
と
し
て
養
蚕
家
の
技
術
的
向
上
な
ら
び
に
繭
取
引
過
程
で
の
仲
買
人
の
排
除
を
通
し

て
生
産
者
と
製
糸
資
本
を
直
結
す
る
働
き
が
あ
り
、
蚕
種
生
産
者
と
製
糸
資
本
の
一
体
化
の
中
で
各
養
蚕
農
家
に
と
っ
て
成
繭
の
完
全
な

る
商
品
化
を
保
障
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
反
面
生
繭
生
産
者
に
と
っ
て
は
繭
を
買
い
た
た
か
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い

が
、
商
品
化
へ
の
安
定
性
は
結
果
的
に
そ
れ
だ
け
多
く
の
地
域
農
家
を
養
蚕
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
農
村
の
資
本
主
義
化
へ
も
連

な
る
。
ち
な
み
に
松
ケ
岡
開
墾
で
生
産
さ
れ
る
蚕
種
の
配
送
圏
は
年
代
と
と
も
に
拡
大
を
続
け
て
お
り
、
製
糸
所
の
原
料
繭
取
扱
い
高
も

こ
れ
に
比
例
し
て
増
加
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
松
ケ
岡
開
墾
事
業
と
し
て
展
開
さ
れ
た
士
族
授
産
事
業
は
、
蚕
種
製
造
と
製
糸
所
を
媒
体
に
庄
内
地
域
の
栽
桑
養
蚕
農
家

の
拡
大
と
そ
れ
に
関
連
し
た
織
物
工
業
等
を
形
成
せ
し
め
る
核
と
な
り
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
す
な
わ
ち
庄
内
地
区
松
ケ
岡

土
族
授
産
事
業
は
、
そ
の
発
展
の
中
で
地
域
に
資
本
制
生
産
を
拡
大
な
ら
し
め
る
一
つ
の
機
能
を
果
し
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

七
、
ま
と
め

庄
内
地
域
に
お
け
る
士
族
授
産
事
業
は
、
明
治
政
府
が
失
聴
士
族
の
没
落
の
中
で
生
じ
た
社
会
的
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
救
済
的
か

つ
慈
恵
的
側
面
を
も
っ
て
明
治
一

0
年
代
に
開
始
す
る
の
に
先
達
っ
て
大
泉
藩
(
旧
庄
内
藩
)
独
自
に
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
の
中
で

士
族
授
産
金
貸
付
を
得
て
実
施
さ
れ
た
も
の
は
、
鶴
岡
製
塩
社
と
松
ケ
同
開
墾
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
が
旧
一
落
士
を
中
心
に
展
開

せ
し
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
旧
幕
落
体
制
を
そ
の
ま
ま
明
治
期
に
継
承
す
る
中
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
前
者
が
経
営
不
振

に
直
面
し
、
明
治
四

0
年
代
の
廃
業
に
至
る
ま
で
所
有
者
が
三
転
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
事
業
開
始
と
と
も
に
酒
田
県
を
あ
げ
て
の
事

業
と
し
て
展
開
せ
し
め
ら
れ
、
結
果
的
に
数
度
に
わ
た
る
経
営
的
危
機
に
直
面
じ
な
が
ら
県
・
国
か
ら
の
補
助
金
・
拝
借
金
等
を
得
て
切

り
ぬ
け
て
い
る
。
ま
た
前
者
が
製
塩
業
を
営
む
の
に
対
し
、
後
者
は
栽
桑
養
蚕
を
展
開
す
る
中
で
日
本
資
本
主
義
の
原
蓄
期
か
ら
産
業
資

本
確
立
期
へ
と
経
済
発
達
に
完
全
に
付
合
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
士
族
授
産
事
業
と
し
て
の
松
ケ
岡
開
墾
事

業
は
、
庄
内
地
区
に
お
け
る
一
つ
の
特
質
あ
る
機
能
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
。

松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
地
域
近
代
化
に
果
し
え
た
役
割
は
、
明
治
二

O
年
の
払
い
下
げ
官
有
地
の
う
ち
未
着
手
地
の
売
却
金
を
資
本
と
し
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て
創
設
さ
れ
る
製
糸
所
が
松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
一
環
に
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
製
糸
所
の
原
料
繭
統

一
が
松
ケ
岡
開
墾
場
で
製
造
さ
れ
る
蚕
種
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
約
的
取
引
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
引
形
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態
の
中
で
原
料
繭
集
荷
圏
・
蚕
種
配
送
圏
は
、
庄
内
三
郡
の
み
な
ら
ず
越
後
村
上
周
辺
・
秋
田
県
南
部
・
宮
城
県
但
石
周
辺
・
置
賜
地
域

へ
と
時
代
と
と
も
に
拡
大
し
、
特
に
蚕
種
は
群
馬
県
沼
田
・
福
島
県
等
い
わ
ゆ
る
養
蚕
先
進
地
域
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。
集
繭
圏
な

ら
び
に
蚕
種
配
送
圏
の
拡
大
は
、
松
ケ
岡
蚕
種
製
造
な
ら
び
に
松
岡
製
糸
所
の
影
響
圏
の
拡
大
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
蚕

種
を
も
と
に
繭
生
産
に
携
さ
わ
る
養
蚕
農
家
の
拡
大
を
も
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
士
族
授
産
事
業
と
し
て
展
開
せ
し
め
ら

れ
た
庄
内
松
ケ
岡
開
墾
事
業
は
、
養
蚕
業
を
中
心
に
地
域
の
近
代
化
を
お
し
進
め
る
う
え
で
直
接
的
に
多
大
な
機
能
を
持
ち
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

末
筆
な
が
ら
本
研
究
を
遂
行
す
る
に
当
り
折
々
に
ご
助
言
を
賜
わ
っ
た
日
本
大
学
大
井
武
教
授
、
貴
重
な
資
料
を
多
数
貸
与
し
、
か
つ

適
切
な
示
唆
を
賜
わ
っ
た
日
本
女
子
大
学
佐
藤
甚
次
郎
教
授
、
四
年
に
渡
る
調
査
に
心
良
く
ご
協
力
を
賜
わ
っ
た
松
岡
農
業
協
同
組
合
長

武
山
省
三
氏
、
余
目
町
在
住
の
郷
土
史
家
佐
藤
東
一
氏
な
ら
び
に
資
料
整
理
に
協
力
を
願
っ
た
大
塚
一
雄
・
飯
塚
玲
子
の
諸
氏
に
深
く
感

謝
い
た
す
し
だ
い
で
あ
る
。

一
註
お
よ
び
参
考
文
献

(
1
)

揖
西
光
速
・
大
島
清
他
『
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
』
一
九
六
七
年
二
一
二
1
二
五
頁

(
2
)

農
業
発
達
史
調
査
会
編
『
日
本
農
業
発
達
史
』
第
一
巻
一
九
五
三
年
一
一
一
一

t
一
一
五
頁

(
3
)

各
落
の
実
施
し
た
帰
農
政
策
の
な
か
で
も
弘
前
藩
の
実
施
し
た
帰
農
政
策
は
、
苗
木
配
布
以
外
殆
ん
ど
勧
奨
さ
れ
な
か
っ
た
リ
ン
ゴ
栽
培
の
地

域
的
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
農
業
発
達
史
調
査
会
編
『
日
本
農
業
発
達
史
』
第
五
巻
別
篇
一
九
五
四
年
四
三
O
i
四
四
O
頁

(
4
)

明
治
二
三
年
(
一
八
九
O
)
恐
慌
に
つ
い
て
は
経
済
史
の
分
野
に
お
い
て
必
ら
ず
し
も
学
説
が
統
一
を
見
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
山
田
盛
太
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郎
の
説
に
よ
っ
た
。
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
一
九
四
九
年

〈

5
)
吉
田
秀
造
『
明
治
維
新
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
四
三
年
一

J
一
一
六
頁
に
は
明
治
政
府
の
実
施
し
た
貸
付
金
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
。

(
6
)

前
掲
註
(
5
)
及
び
我
妻
東
策
『
明
治
社
会
政
策
史
』
一
九
四

O
年
で
詳
述
さ
れ
た
士
族
授
産
事
業
の
顛
末
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

(
7
)

藩
名
改
称
に
つ
い
て
は
明
治
二
年
七
月
に
磐
城
平
藩
主
(
旧
庄
内
藩
主
)
酒
井
忠
禄
の
庄
内
復
帰
が
認
め
ら
れ
た
際
、
庄
内
落
と
い
う
名
称
の

使
用
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
同
年
九
月
に
大
泉
落
と
改
称
せ
ら
れ
た
。
鶴
岡
市
役
所
『
鶴
岡
市
史
』
中
巻
一
九
七
五
年
二
ニ
一
頁

(
8
)

こ
の
「
勧
業
施
行
略
述
」
は
明
治
一
五
年
(
一
八
八
二
)
七
月
、
三
島
県
令
が
福
島
県
専
任
と
な
っ
た
時
の
事
務
引
継
書
類
の
中
の
一
つ
で
あ

っ
て
こ
こ
で
は
鶴
岡
市
役
所
『
鶴
岡
市
史
』
下
巻
一
九
七
五
年
四
二
二

t
四
二
一
二
頁
よ
り
引
用
し
た
。

(
9
)

前
掲
註
(
3
)
四一一一一

t
四
二
五
頁

(
叩
)
例
え
ば
一
四
代
庄
内
藩
主
酒
井
忠
宝
は
、
明
治
二
年
庄
内
藩
知
事
に
、
松
ケ
岡
開
墾
場
初
代
総
長
で
あ
る
旧
藩
中
老
松
平
権
十
郎
は
大
泉
藩
大

参
事
に
、
更
に
松
ケ
岡
開
墾
事
業
の
推
進
者
の
一
人
で
あ
る
菅
実
秀
は
、
忠
恕
の
近
習
、
留
守
居
役
を
経
て
明
治
二
年
大
泉
藩
権
大
参
事
、
同
四

年
酒
田
県
権
大
参
事
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
鶴
岡
御
家
禄
派
の
重
鎮
で
あ
っ
て
後
田
山
開
墾
の
み
な
ら
ず
銀
行
業
(
第
六
七
銀
行
)

・
米
穀
取
引
所
等
は
彼
の
画
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
荘
内
人
名
辞
書
』
言
霊
書
一
房
版
一
九
七
二
年
複
刻

(
日
)
具
体
的
に
は
西
郷
隆
盛
を
媒
体
と
し
た
つ
な
が
り
で
あ
る
。
こ
の
概
要
に
つ
い
て
は
松
ケ
岡
開
墾
場
『
松
ケ
岡
開
墾
百
年
記
念
写
真
帳
』
一
九

七
二
年
等
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
ロ
)
田
中
正
造
編
『
松
ケ
同
開
墾
事
歴
』
一
九
二
七
年
一

t
一一一一良

(
日
)
渡
辺
茂
蔵
「
近
代
に
お
け
る
東
北
地
方
の
開
拓
」
宮
川
善
造
・
田
辺
健
一
一
編
『
環
境
の
科
学
と
し
て
の
地
理
学
』
一
九
六
四
年
所
収
、
ま
た
成

立
過
程
に
つ
い
て
は
同
氏
の
発
表
要
旨
(
『
地
理
学
評
論
』
第
二
六
巻
別
冊
二
)
が
あ
る
。

佐
久
間
宏
「
山
形
県
松
ケ
岡
開
墾
場
に
関
す
る
研
究
」

ω
1凶
『
宮
城
農
業
短
期
大
学
学
術
報
告
』
第
一
六

1
第
一
九
号
一
九
六
九
J
一
九
七
二

年
所
収

(
U
)

松
ケ
岡
開
墾
場
「
松
ケ
岡
開
墾
場
要
覧
」
一
九
七
三
年

(
日
)
種
夫
食
米
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
大
泉
県
に
引
き
継
が
れ
、
県
は
大
蔵
省
の
許
可
を
得
て
利
米
を
学
校
お
よ
び
勧
業
資
金
へ
と
振
り
向
け
ら

れ
、
明
治
六
年
二
八
七
一
二

)
t同
八
年
に
徴
収
さ
れ
た
種
夫
食
利
米
(
米
一
、
主
三
八
石
と
金
四
万
四
、
五
一
八
円
)
の
九
割
以
上
が
士
族
の
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開
墾
費
に
充
当
さ
れ
た
。
「
県
庁
よ
り
の
御
下
ケ
米
金
」
の
大
部
分
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
ワ
ッ
パ
騒
動
へ
と
発
展
す
る
契
機

を
生
ん
だ
。
『
山
形
県
史
』
資
料
篇
二
、
『
鶴
岡
市
史
』
下
巻
、
土
屋
喬
雄
『
明
治
前
期
農
民
騒
動
史
』

(
日
)
酒
田
市
史
編
纂
委
員
会
『
酒
田
市
史
』
史
料
篇
第
五
集
経
済
篇
上
(
本
間
家
文
書
)
一
九
七
一
年
に
収
録
さ
れ
た
本
間
家
と
酒
井
家
と
の
交
換

文
書
に
両
家
の
係
り
あ
い
の
一
側
面
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
げ
)
「
松
ケ
岡
開
墾
年
誌
」
は
山
田
梯
介
氏
が
松
ケ
岡
本
陣
に
残
る
文
書
な
ら
び
に
氏
の
記
録
を
も
と
に
各
年
に
起
っ
た
松
ケ
岡
開
墾
事
業
を
中
心

に
ま
と
め
ら
れ
た
記
録
で
あ
り
、
現
在
松
ケ
岡
本
陣
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)
こ
の
桑
葉
販
売
は

広

告

後
回
開
墾
場
養
蚕
当
年
都
合
ノ
為
休
業
ニ
付
桑
葉
不
要
-
一
相
成
候
問
、
若
御
望
ノ
方
ハ
私
処
へ
御
申
入
相
成
度
、
代
価
ノ
儀
ハ
普
通
ノ
相
場
ヨ
リ

幾
分
安
価
一
一
可
致
候
条
此
段
広
告
候
他
。

明
治
一
五
年
二
月
一
五
日

西
田
川
郡
鶴
岡
家
中
新
町
旧
百
聞
堀
端

士

族

竹

内

右

膳

の
広
告
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
。
広
告
原
文
は
、
木
陣
文
書
中
に
あ
る
の
は
も
と
よ
り
、
広
告
を
受
け
取
っ
た
側
の
一
つ
と
し
て
余
白
町
佐
藤
家
に

広
告
の
実
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)
「
松
ケ
同
開
墾
年
誌
」
の
記
録
に
よ
る
と
貸
付
は
、
農
商
務
卿
西
郷
従
道
へ
の
面
陳
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

〈
却
)
『
鶴
岡
市
史
』
下
巻
、
四
七
四

I
四
七
八
頁

(
幻
)
杉
原
荘
介
他
『
白
木
史
の
基
礎
知
識
』
一
九
七
四
年
四
四
二

t
四
四
四
頁

(
担
)
こ
の
欠
損
金
は
「
松
ケ
岡
開
墾
年
誌
」
の
記
録
に
よ
る
と
開
墾
場
の
準
備
金
に
て
補
填
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
現
在
松
嶺
町
に
あ
る
松
岡
製
糸
株
式
会
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
で
、
明
治
二
四
年
以
降
の
経
営
の
概
要
を
知
り
え
る
唯
一
の
資
料
で
あ

る
。
本
報
告
の
う
ち
本
章
の
資
料
は
主
と
し
て
こ
れ
に
基
付
い
て
い
る
。

(
剖
)
蚕
種
配
送
地
域
の
記
録
は
、
「
松
ケ
岡
開
墾
年
誌
」
の
記
録
の
他
、
松
ケ
岡
農
協
組
合
長
武
山
氏
の
記
録
を
利
用
し
た
。

(
お
)
特
約
取
引
き
は
通
説
で
は
一
九

O
五
年
(
明
治
三
八
年
)
郡
是
製
糸
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
石
井
寛
治
氏
に
よ
れ
ば
現
在
確
か
め
ら
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れ
て
い
る
最
初
の
蚕
種
配
布
が
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
の
室
山
製
糸
場
に
み
ら
れ
る
と
い
う
点
な
ど
か
ら
み
て
こ
の
特
約
取
引
は
か
な
り
早

い
時
期
に
位
置
す
る
。
石
井
寛
治
『
日
本
蚕
糸
業
史
分
析
』
一
九
七
二
年
四
二
二

t
四
三
九
頁

(
部
)
製
糸
所
文
書
と
養
蚕
農
家
の
双
方
に
現
存
す
る
約
定
書
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
販
売
広
告
が
製
糸
所
文
書
内
に
現
存
し
て

い
る
。桑

苗
木
販
売
広
告

一

赤

木

極

上

等

壱

本

ニ

付

壱

銭

五

匡

一

同

上

等

同

壱

銭

八

厘

一

同

中

等

間

壱

銭

弐

厘

一

向

下

等

同

七

厘

外
ニ
早
桑
苗
木
モ
有
之
候

右
之
通
ニ
テ
来
秋
ヨ
リ
販
売
致
侯
ニ
付
御
室
ノ
方
ハ
至
急
御
申
入
相
成
度
候
也

西
田
川
郡
鶴
岡
町

松
岡
製
糸
所

明
治
三
十
年
十
二
月

(
犯
)
松
山
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
松
山
町
史
年
表
』
一
九
七
五
年

(
却
)
「
必
要
書
類
綴
」
内
に
残
る
文
書
の
中
に
こ
の
買
収
に
つ
い
て
提
出
し
た
「
補
助
申
請
理
由
香
」
が
あ
る
。
こ
の
中
に
「
同
地
方
ニ
於
テ
ハ
最

必
要
ト
ス
ル
機
関
ニ
有
之
候
ヘ
ハ
此
際
之
ヲ
譲
受
ケ
以
テ
製
糸
業
の
継
続
ヲ
図
ル
ハ
一
ハ
地
方
ノ
救
済
手
段
ト
ナ
リ
一
ハ
本
松
岡
製
糸
所
ノ
拡
張

ト
ナ
リ
一
挙
両
得
ノ
策
ナ
リ
ト
信
シ
渓
ニ
協
定
ノ
結
果
:
:
:
」
と
述
べ
拡
張
に
係
る
一

O
釜
に
対
し
一
釜
当
り
一
五
円
の
県
補
助
を
要
望
し
て
い

る
。
な
お
買
収
価
格
は
一
万
円
で
あ
っ
た
。

(
加
)
明
治
三
四
年
に
連
署
さ
れ
た
「
松
岡
開
墾
誓
約
書
」

(
本
陣
文
書
)
に
こ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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